
２０２０年（令和２年）　３月号 〔２〕

園
内
が
楽
し
め
る
祭
り
。
恒
例

の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
春
ま

つ
り
部
門
」
に
加
え
、
過
去
に

撮
影
さ
れ
た
同
園
の
四
季
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
「

周
年
記
念
部

門
」
の
写
真
を
募
集
中
（
詳
し

く
は
右
下
の
記
事
を
参
照
）
。

　◇
ナ
イ
タ
ー
児
童
館
☆
フ
レ

ン
ド
リ
ー
タ
イ
ム
☆

　４
月
３
日
・

日
・

日

（
金
）
中
学
生
＝
後
５
―
７
、

高
校
生
＝
後
５
―
８
、
守
山
児

童
館
☎
０
５
２
（
７
９
６
）
１

５
０
１
。
友
達
と
の
お
し
ゃ
べ

り
、
卓
球
や
学
校
の
宿
題
な
ど

好
き
な
こ
と
を
し
て
過
ご
せ
る

〝
居
場
所
〟
。
※
利
用
初
回
に

登
録
（
生
徒
手
帳
ま
た
は
保
険

証
を
持
参
）
要
。
中
高
生
対

象
。
無
料

　◇
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
は
な

し
会　４

月
９
日
（
木
）
前

・


―

・

、
志
段
味
図
書
館
☎

０
５
２
（
７
３
６
）
６
９
０

７
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ

ら
べ
う
た
ほ
か
。
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
対
象
。
無
料

　◇
自
然
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
「
花

繚
乱
の
径
」

　４
月

日
（
金
）
前
９
・


―
正
午
、
森
林
公
園
＝
尾
張
旭

市
新
居
五
一
八
二
ノ
一
＝
植
物

園
内
展
示
館
前
集
合
☎
０
５
６

１
（

）
１
５
５
１
。
自
然
観
察

指
導
員
の
解
説
と
と
も
に
園
内

を
散
策
。
一
般
対
象
。
※
当
日

受
け
付
け
、
雨
天
決
行
。
無
料

（
た
だ
し
、
植
物
園
入
園
料
と
し

て
大
人
一
人
二
百
二
十
円
要
）

　◇
移
動
児
童
館

　ｉ
ｎ

　小

幡
緑
地
本
園

　４
月

日
（
水
）
前

・


―

・

、
小
幡
緑
地
本
園
芝

生
広
場
Ｂ
（
駐
車
場
横
）
。
※

問
い
合
わ
せ
は
守
山
児
童
館
☎

０
５
２
（
７
９
６
）
１
５
０
１

へ
。
戸
外
あ
そ
び
の
ほ
か
、
育

児
・
健
康
相
談
も
。
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
雨
天
中

止
。
無
料

　◇
子
ど
も
読
書
の
日
記
念
工

作
会
「
ラ
ミ
ネ
ー
ト
で
作
ろ
う


お
気
に
入
り
の
し
お
り
」

　４
月

日
（
土
）
前

・


―

・

、
守
山
図
書
館
☎
０

５
２
（
７
９
３
）
６
２
８
８
。

「
子
ど
も
読
書
の
日
（
４
月


日
）
」
を
記
念
し
た
工
作
会
。

幼
児
・
小
学
生
対
象
。
無
料

　◇
デ
ジ
タ
ル
郷
土
史
講
座

「
江
戸
時
代
中
期
の
矢
田
川
左

岸
大
洪
水
～
そ
の
調
査
と
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
～
」

　５
月

日
（
土
）
前

―


・

、
守
山
図
書
館
☎
０
５
２

（
７
９
３
）
６
２
８
８
。
講
師

は
守
山
郷
土
史
研
究
会
の
加
藤

武
彦
さ
ん
。
※
申
し
込
み
は
４

月

日
（
土
）
前

・

―
、
同

館
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
。

一
般
対
象
、
先
着
三
十
人
。
無
料

　結
成
か
ら
間
も
な
く
二
年
、

守
山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一

＝
企
画
に
よ
る
「
も
り
っ
こ
彩

い
ろ
ど
り

合
唱
団
」
で
は
、
小
学
一
年
生

―
中
学
二
年
生
を
対
象
に
新
し

い
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い

る
。　守

山
の
文
化
活
動
に
触
れ
る

き
っ
か
け
づ
く
り
と
、
そ
の
発

信
地
で
あ
る
同
劇
場
に
親
し
ん

で
ほ
し
い
と

企
画
。
結
成

後
は
「
も
り

や
ま
合
唱
フ

ェ
ス
タ
」
を

は
じ
め
、
区

内
の
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン

ト
へ
出
演
す

る
な
ど
精
力

的
に
活
動
し

て
い
る
。

　練
習
場
所

は
同
劇
場
の

ホ
ー
ル
ま
た

は
練
習
室
。

四
月
八
日
か

ら
の
原
則
水

曜
（

月

三

回
）
、
午
後

五
時
半
―
同

七
時
半
。
講
師
は
、
と
も
に
区

内
在
住
で
声
楽
家
の
美
口
啓
子

さ
ん
、
奥
村
育
子
さ
ん
ら
が
務

め
る
。

　参
加
費
は
月
三
千
円
（
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
保
険
含
む
）
。

若
干
名
の
募
集
で
、
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。
「
初
心
者

や
歌
が
苦
手
な
子
で
も
大
丈
夫

で
す
よ
」
と
関
係
者
。

　申
し
込
み
方
法
な
ど
問
い
合

わ
せ
は
守
山
文
化
小
劇
場
＝
☎

０
５
２
（
７
９
６
）
１
８
２
１

＝
ま
た
は
メ
ー
ル
＝moriya

ma@bunka758.or.jp

＝
へ
。

　今
春
、
開
園
四
十
周
年
を
迎

え
る
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

＝
上
志
段
味
東
谷
＝
で
は
、
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
中
。
二

つ
の
部
門
で
作
品
を
募
集
し
て

お
り
、
募
集
要
項
は
そ
れ
ぞ
れ

次
の
通
り
。

　【
春
ま
つ
り
部
門
】
「
東
谷

山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
の
春
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
園
内
の
風
景
・

ス
ナ
ッ
プ
▽
二
〇
二
〇
年
三
月

一
日
か
ら
四
月
二
十
六
日
ま
で

　◇
東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

春
ま
つ
り

　４
月

日
（
日
）
ま
で
、
前

９
―
後
４
・

、
東
谷
山
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
☎
０
５
２
（
７
３

６
）
３
３
４
４
。
ス
モ
モ
や
ア

ー
モ
ン
ド
、
モ
モ
、
ナ
シ
な
ど

果
樹
の
花
や
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が

次
々
に
咲
き
、
華
や
か
な
春
の

に
撮
影
し
た
も
の
▽

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、

四
つ
切
ま
た
は
Ａ
４

サ
イ
ズ
、
日
付
入
り

不
可
▽
最
優
秀
賞

（
一
点
、
賞
状
・
商

品
券
三
万
円
）
ほ

か
。　【


周
年
記
念
部

門
】
「
プ
レ
イ
バ
ッ

ク

東
谷
山
フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

園
内
の
風
景
・
ス
ナ
ッ
プ
（
過

去
に
撮
影
し
た
同
園
の
四
季
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
）
▽
一
九
八
〇

年
四
月
二
十
六
日
（
開
園
日
）

か
ら
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
九

日
ま
で
に
撮
影
し
た
も
の
▽
サ

イ
ズ
は
自
由
、
モ
ノ
ク
ロ
可
▽

優
秀
賞
（
一
点
、
賞
状
・
商
品

券
一
万
円
）
ほ
か
。

　と
も
に
未
発
表
写
真
で
一
人

三
点
以
内
、
ワ
イ
ド
判
と
合
成

加
工
は
不
可
。
締
め
切
り
は
五

月
一
日
（
金
）
必
着
。
詳
細
な

ど
問
い
合
わ
せ
は
東
谷
山
フ
ル

ー
ツ
パ
ー
ク
＝
☎
０
５
２
（
７

３
６
）
３
３
４
４
＝
へ
。

　剣
道
を
通
し
て
自
己
鍛
錬
に

励
む
「
守
山
剣
友
会
」
（
岡
部

祐
一
郎
団
長
）

で
は
、
小
中
学

生
か
ら
一
般
を

対
象
に
新
し
い

会
員
を
募
集
し

て
い
る
。

　現
在
は
、
会

員
と
指
導
者
を

合
わ
せ
て
約
五

十
人
。
毎
週
月

・
水
曜
の
午
後

六
時
二
十
分
―

同
八
時
半
（
二

部
制
）
、
鳥
羽

見
小
学
校
や
守

山
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
ほ
か
で
稽
古
。
大
会
出

場
を
は
じ
め
、
段
・
級
審
査
の

合
格
を
目
指
し
て
い
る
。

　「
礼
儀
や
感
謝
、
思
い
や
り

を
大
切
に
し
て
い
る
会
で
の
稽

古
に
励
ん
で
、
心
も
体
も
大
き

く
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
、
小

学
五
年
生
の
男
の
子
を
通
わ
せ

て
い
る
井
上
恵
さ
ん
。

　ま
た
、
同
会
は
「
学
年
や
地

域
を
超
え
て
行
事
を
楽
し
ん
だ

り
、
み
ん
な
仲
良
く
や
っ
て
い

ま
す
。
体
験
は
い
つ
で
も
、
見

学
も
気
軽
に
ど
う
ぞ
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。

　入
会
金
三
千
円
、
年
会
費
一

万
八
千
円
、
月
謝
不
要
。
問
い

合
わ
せ
は
同
会
会
長
の
奥
田
さ

ん
＝
携
帯
０
９
０
―
５
６
３
４

―
３
５
３
４
＝
へ
。

　応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届
け

し
ま
す
。

　伊
藤

　晴
斗
く
ん

（
い
と
う
・
は
れ

と
）
２
０
１
９
・
２

・

生
ま
れ
＝
花
咲

台
１
＝

　▽
イ
チ
ゴ
が
大
好

き
な
晴
ち
ゃ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

食
べ
て
、
大
き
く
な

っ
て
ね
♡

　本
コ
ー
ナ
ー
に
登
場

し
て
く
れ
る
お
子
さ
ん

（
応
募
時
点
で
二
歳
未

満
の
方
が
対
象
）
を
引

き
続
き
募
集
し
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
プ

レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ

さ
い
。

　応
募
は
郵
送
、
ま
た

は
メ
ー
ル
で
。
本
人
一

人
で
写
っ
て
い
る
写
真

（
返
却
は
い
た
し
ま
せ

ん
）
の
ほ
か
①
住
所
②

氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性

別
④
生
年
月
日
⑤
保
護

者
名
⑥
メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦

電
話
番
号
⑧
お
近
く
の

中
日
新
聞
販
売
店
名
を

書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂

町
三
五
二
、
守
山
ホ
ー

ム
ニ
ュ
ー
ス
「
元
気
く

ん
・
ち
ゃ
ん
」
係
へ
お

送
り
く
だ
さ
い
。

 

メ
ー
ル
は
件
名
に

「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ

ん
」
、
本
文
に
①
か
ら

⑧
、
写
真
デ
ー
タ
を
添

付
し
て
＝m

-
h
o
m
e
n
e

w
s
@
g
c
t
v
.
n
e
.
j
p

（
携
帯
の
絵
文
字
は
使

用
不
可
）
＝
へ
。

 

画
質
に
よ
っ
て
は
掲

載
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

「
も
り
っ
こ
彩
合
唱
団
」新
メ
ン
バ
ー
募
集

小
学
一
年
生
―
中
学
二
年
生
が
対
象

「
も
り
や
ま
合
唱
フ
ェ
ス
タ
」な
ど
に
出
演

「
守
山
剣
友
会
」が
新
会
員
を
募
集

剣
道
を
通
し
て
自
己
鍛
錬
に
励
む

東
谷
山
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

「
春
ま
つ
り
」
「

周
年
記
念
」
の
２
部
門
で
作
品
募
集
中

地元の小中学生らによる「もりっこ彩合唱団」

剣
道
を
通
じ
て
い
ろ
い
ろ
な
交
流
を
楽
し
ん
で
い
る

平成31年度写真コンテ

ストの最優秀賞作品

「
マ
イ
花
壇
」を
無
料
貸
し
出
し

今
月
末
ま
で
森
林
公
園
が
利
用
者
募
集

「
春
の
水
生
園
自
然
観
察
会
」

来
月

日

　小
幡
緑
地
水
生
園
で
開
催

　森
林
公
園
＝
尾
張
旭
市
新
居

五
一
八
二
ノ
一
＝
で
は
、
花
の

世
話
や
土
い
じ
り
が
好
き
だ
け

ど
自
分
の
庭
が
な
く
て
…
と
い

っ
た
人
向
け
の
「
マ
イ
花
壇
」

を
無
料
で
貸
し
出
し
。
現
在
、

利
用
者
を
募
集
し
て
い
る
。

　マ
イ
花
壇
は
植
物
園
南
門
を

入
っ
て
す
ぐ
の
園
路
沿
い
に
あ

り
、
大
き
さ
二
×
五
㍍
で
全
二

十
区
画
。
利
用
期
間
は
五
月
一

日
―
来
年
三
月
三
十
一
日
（
予

定
）
。
ま
た
、
期
間
を
通
じ
て

優
秀
だ
っ
た
花
壇
に
は
、
同
園

か
ら
の
表
彰
が
行
わ
れ
る
。

　申
し
込
み
は
三
月
三
十
一
日

ま
で
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
植
物
園
の
入
園
に
は
大
人

一
人
二
百
二
十
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）
が
必
要
。
「
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
二
千
二
百
円
が
便
利

で
お
得
で
す
」
と
担
当
者
。

　申
し
込
み
方
法
を
は
じ
め
、

問
い
合
わ
せ
は
森
林
公
園
案
内

所
＝
☎
０
５
６
１
（

）
１
５

５
１
＝
へ
。

数
少
な
い
場
所
。
観
察
会
で
は

地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
水
生
園

を
育
む
会
」
の
案
内
で
、
ハ
ル

リ
ン
ド
ウ
＝
写
真
＝
や
ト
ウ
カ

イ
コ
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
な
ど
同
区

域
内
の
自
然
を
楽
し
め
る
。

　集
合
場
所
は
小
幡
緑
地
本
園

の
緑
ケ
池
駐
車
場
。
小
雨
決

行
、
雨
天
の
場
合
は
十
九
日

（
日
）
に
延
期
。
帽
子
、
手
袋
、

動
き
や
す
い
服
装
や
履
き
慣
れ

た
靴
の
ほ
か
、
飲
み
物
持
参
で

参
加
く
だ
さ
い
と
の
こ
と
。

　問
い
合
わ
せ
は
小
幡
緑
地
管

理
事
務
所
＝
☎
０
５
２
（
７
９

１
）
９
４
９
２
＝
へ
。

　希
少
植
物
に
出
合
え
る
―
。

「
春
の
水
生
園
自
然
観
察
会
」

が
四
月
十
二
日
（
日
）
午
前
九

時
四
十
五
分
―
正
午
、
小
幡
緑

地
水
生
園
で
催
さ
れ
る
。
一
般

対
象
、
参
加
無
料
。

　水
生
園
の
保
全
（
非
公
開
）

区
域
は
普
段
閉
鎖
さ
れ
、
希
少

な
湿
地
生
物
が
繁
殖
し
て
い
る


